
代
表
質
問
で
は
、
安
倍
総
理
が

憲
法
９
条
に
自
衛
隊
を
書
き
込
む

改
定
を
強
引
に
進
め
、
来
年
夏
の

参
議
院
選
挙
ま
で
に
国
民
投
票
を

や
る
勢
い
で
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、

「
国
民
に
十
分
な
議
論
の
時
間
も

保
障
し
な
い
性
急
な
や
り
方
に
自

民
党
内
か
ら
も
異
論
が
出
て
い
る
」

と
指
摘
。
森
田
知
事
に
認
識
を
尋

ね
ま
し
た
が
「
様
々
な
意
見
が
あ

る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、
国

会
に
お
い
て
議
論
さ
れ
る
べ
き
も

の
」
と
、
ま
る
で
他
人
事
の
よ
う

な
答
弁
に
終
始
。

再
質
問
で
、
「
地
方
自
治
を
保

障
し
て
い
る
憲
法
に
つ
い
て
、
県

知
事
と
し
て
見
解
を
述
べ
る
べ
き

だ
」
と
重
ね
て
求
め
ま
し
た
が
、

「
国
会
に
お
い
て
議
論
さ
れ
る
べ

き
も
の
」
と
ま
っ
た
く
同
じ
答
弁

を
繰
り
返
し
た
だ
け
で
終
わ
り
ま

し
た
。
日
本
の
国
の
形
を
決
め
て

い
る
憲
法
に
つ
い
て
語
れ
な
い
の

で
は
、
知
事
と
し
て
の
見
識
が
問

わ
れ
ま
す
。

オ
ス
プ
レ
イ
の
木
更
津
暫
定
配

備
で
も
知
事
の
他
人
事
の
姿
勢
は

ま
っ
た
く
同
じ
で
す
。

自
衛
隊
が
購
入
す
る
オ
ス
プ
レ

イ
１
７
機
の
う
ち
、
最
初
の
５
機

が
今
年
の
秋
ま
で
に
納
入
さ
れ
る

予
定
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
地

元
と
の
調
整
が
間
に
合
わ
な
い
と

の
理
由
で
、
「
防
衛
省
が
納
入
延

期
の
方
針
を
固
め
た
」
と
の
報
道

が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
「
年
度

内
の
納
入
を
目
指
し
て
千
葉
県
や

木
更
津
市
と
の
協
議
を
続
け
る
」

と
さ
れ
て
お
り
、
木
更
津
へ
の
暫

定
配
備
の
方
針
を
変
え
た
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
が
知
事
は
暫
定
配

備
先
に
つ
い
て
、
「
な
ん
ら

決
定
し
て
い
な
い
」
「
決
定

し
て
い
な
い
も
の
は
『
う
わ

さ
』
だ
」
（
７
月
１
２
日
定

例
会
見
）
と
ま
で
言
っ
て
い

ま
す
。
木
更
津
市
の
渡
辺
芳

邦
市
長
は
、
８
月
の
佐
賀
県

知
事
と
防
衛
省
の
合
意
を
受

け
て
、
「
な
ぜ
木
更
津
な
の

か
、
国
は
し
っ
か
り
説
明
し

て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
お
り
、

「
う
わ
さ
だ
」
と
ま
で
言
っ

て
火
消
し
に
回
っ
て
い
る
森

田
知
事
と
は
大
違
い
で
す
。

代
表
質
問
で
は
、
知
事
の

こ
の
姿
勢
を
批
判
。
「
知
事

が
『
決
ま
っ
て
い
な
い
』
と

問
題
に
し
な
い
で
い
る
間
に
着
々

と
準
備
が
進
ん
で
い
き
、
突
然
配

備
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
で

は
県
民
を
だ
ま
す
の
と
同
じ
こ
と

だ
」
と
指
摘
し
て
重
ね
て
質
し
ま

し
た
が
、
そ
れ
で
も
知
事
は
「
決

定
し
た
事
実
は
な
い
」
と
繰
り
返

し
、
県
民
の
安
全
に
た
い
す
る
責

任
を
放
棄
す
る
態
度
を
取
り
続
け

ま
し
た
。

介
護
保
険
で
は
、
介
護
職
員
の

確
保
を
求
め
ま
し
た
。
職
員
不
足

の
最
大
の
要
因
は
、
給
料
の
低
さ

に
あ
り
ま
す
。
し
か
も
厚
生
労
働

省
の
推
計
で
は
、
千
葉
県
の
２
０

２
５
年
度
末
の
介
護
職
員
充
足
率

は
７
４
・
１
％
で
都
道
府
県
で
最

低
で
２
万
８
千
人
も
不
足
す
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
代
表
質
問
で
は

深
刻
さ
を
指
摘
し
て
、
県
独
自
の

給
料
引
き
上
げ
策
を
求
め
ま
し
た
。

日本共産党船橋市議団とともに

岩井 友子市議 金沢 和子市議

坂井 洋介市議 佐藤 重雄市議

関根 和子市議 中沢 学 市議

松﨑 佐智市議 渡辺 優子市議

市議団控室(０４７-４３６-３０３０
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９
・
17
▼
夏
見
や
南
本
町

地
域
を
訪
問

９
・
18
▼
行
徳
野
鳥
観
察

舎
に
つ
い
て
聞
き
取
り

９
・
19
▼
県
議
団
会
議

９
・
20
～
21
▼
本
会
議

９
・
22
▼
浅
野
史
子
党
県

副
委
員
長
と
日
本
自
治
体

労
働
組
合
総
連
合
千
葉
県

本
部
大
会
に
参
加

９
・
23
▼
西
船
後
援
会
の

歌
う
会
に
参
加

９
・
24
▼
安
倍
内
閣
退
陣

求
め
る
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

９
・
25
▼
県
議
会
本
会
議

で
代
表
質
問

９
・
26
～
28
▼
本
会
議

９
・
27
▼
ス
タ
ン
デ
ィ
ン

グ
に
参
加

９
・
29
▼
九
条
の
会
・
千

葉
地
方
議
員
ネ
ッ
ト
の
総

会
に
出
席

９
・
30
▼
船
橋
母
親
大
会

に
参
加

10
・
１
▼
商
工
労
働
部
か

ら
聞
き
取
り
／
ス
タ
ン

デ
ィ
ン
グ
に
参
加

10
・
２
▼
港
湾
審
議
会
議

案
説
明
／
船
橋
駅
北
口
で

宣
伝
／
日
本
共
産
党
事
務

所
会
議

10
・
３
▼
ス
タ
ン
デ
ィ
ン

グ
に
参
加

10
・
４
▼
県
議
会
商
工
労

働
企
業
常
任
委
員
会
質
疑

10
・
５
▼
千
葉
港
港
湾
計

画
の
聞
き
取
り

10
・
６
▼
船
橋
市
内
宣
伝

10
・
７
▼
赤
旗
囲
碁
将
棋

西
部
地
区
大
会
で
挨
拶

丸 山 慎 一 検索

ＱＲ
コード

marusin@mbn.nifty.com

右のQRコードでブログを見る
ことができます。ＨＰは検索。

丸
山
慎
一
県
議

活
動
日
誌

日
本
共
産
党
の
丸
山
慎
一
県
議
が
９
月
２
５
日
、
千
葉
県
議

会
本
会
議
で
代
表
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
憲
法
や
介
護
保
険
、

石
炭
火
力
、
県
立
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置
、
鉄
道
駅
の
無
人
化

な
ど
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
取
り
上
げ
知
事
に
質
し
ま
し
た
。

来
年
夏
ま
で
に
国
民

投
票
を
と
安
倍
総
理

県
議
会
本
会
議
で
代
表
質
問
を
行
う
丸
山

慎
一
県
議
。

＝
９
月
２
５
日
・
県
議
会
本
会
議
場

〔日本共産党代表質問で取り上げた項目一覧〕

①知事の政治姿勢

・消費税増税と介護保険の削減

・安倍総理の性急な憲法改定の動き

・武器見本市に幕張メッセを提供すべきではない

②オスプレイの木更津暫定配備

③千葉県内の石炭火力発電所新設計画への態度

④高規格幹線道路より生活道路の安全対策を

⑤県立学校の施設改修とエアコン設置

⑥障害者福祉

・入所者虐待死事件が起きた袖ケ浦福祉センターについて

・障害者雇用率の不適正算入をめぐって

⑦カジノ実施法とギャンブル依存症対策

⑧県内の鉄道について

・ＪＲや京成電鉄の都市部での時間限定駅無人化

・東葉高速鉄道の運賃引き下げ

⑨県議会での不誠実な知事答弁

森
田
知
事
は
憲
法
で

自
ら
の
認
識
語
れ
ず

オ
ス
プ
レ
イ
木
更
津

配
備
方
針
変
わ
ら
ず

知
事
は
木
更
津
配

備
を
う
わ
さ
扱
い

全
国
一
深
刻
な
千
葉

県
の
介
護
職
員
不
足


